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　ネパール住民の生活習慣並びに口腔環境に関する一連の調査において、今回はカトマンズ・シバクチ地区近
隣住民の歯周病罹患状況、口腔衛生習慣、歯周病原細菌に関して調査し、ネパール住民の歯周病と生活習慣、






WHO の CPI プローブによる地域歯周疾患指数（CPI ：Community Periodontal Index）測定と唾液潜血反
応検査（ペリオスクリーン「サンスター」）によって行った。歯周病原細菌検査は、歯周病原細菌の標準株で
ある PgFDC381 の超音波破砕抽出抗原に対する血清抗体価を ELISA 法（酵素免疫測定法）で測定した。
〔結果および考察〕
１．歯周病罹患状況






　P. gingivalis に対する血清 IgG 抗体価は健常者群と歯周病群で比較すると、歯周病群の方が健常者群
より有意に高いことが分った。
〔結論〕
　ネパール住民の歯周病罹患率は、わが国と比較して重症化している。また、集団を対象とした歯周病検査に
歯周病原細菌に対する血清抗体価測定は有用である。
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